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置賜総合支庁保健福祉環境部 こども家庭支援課 

 ５月２１日（水）に令和７年度第１回定例会が開催され、今年度の事業

計画・予算等が確認・承認されました。今年度も学校、家庭、地域が連携

し、みんなでいじめ・非行を許さない社会づくりを進める“いじめ・非行

をなくそう”やまがた県民運動並びに大人が自ら社会のモラルやルール

を守って子どもたちの良き手本となるよう努める「大人が変われば子ど

もも変わる」県民運動に置賜地区３市５町が一体となって取り組み、社会

全体で子ども・若者の育ちや自立へご支援を賜りますようお願いします。 

 なお、令和８年度山形県青少年健全育成県民大会（山形県青少年育成県

民会議設立６０周年記念大会）が、当置賜地区（南陽市）で開催されるこ

とから、今年度から見通しをもって準備してまいります。 

令和７年度 役員紹介 

会 長 山口 和夫 氏 （米沢市青少年育成市民会議会長） 

副会長 齋藤 芳昭  氏 （白鷹町青少年育成町民会議会長） 

副会長 鈴木 昌克 氏 （長井市青少年育成推進員会長） 

監 事 鈴木 正人  氏 （飯豊町青少年育成町民会議会長） 

監 事 清澤  穣 氏 （高畠町青少年育成推進員会長） 

 ユニセフ・イノチェンティ研究所は、先進経済諸国において子どもの権利がどの程度保障され

ているか、各国の状況をモニターし比較することを目的に調査を行っています。「イノチェンテ

ィレポートカード 16  子どもたちに影響する世界 先進国の子どもの幸福度を形作るものは何

か」で、日本の子どもは【身体的健康】は 1 位ですが、【精神的幸福度】は 32 位（生活に満足

していると答えた子どもの割合が最も低い国の一つ）でした。これに対し、教育評論家の尾木直

樹さんは、同レポートカードの中で「こうした状況だからこそ、『子ども 

の権利条約』にも謳われている子どもの『参加する権利』が重要」「パー 

トナーとして子どもを捉え、子どもの声を聞き、あらゆる面で子ども参加 

が実現すれば、おのずと幸福度は上がっていく」と述べています。 
イノチェンティレポートカード 16 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

上段が月別推進テーマ、下段が行動実践事例です。 

 

 ６月２８日（土）に南陽市交流プラザ「蔵楽」を会場に、

上記３団体による「合同研修会」が開催されます。 

 今年度は、テレビやラジオ等で活躍されている山形住み

ます芸人“ソラシド（お笑いコンビ）”の本坊元児 氏を講

師に迎え、「お笑いと農業 ～未来を切り開くための生き方

～」と題し講演していただきます。 

 お笑いの世界と農業という、一見かけ離れた２つの分野

に共通する魅力とは何か。地域に根差した活動の中で見え

てきた「生き方」を方向づける人との出会いやきっかけな

ど、本坊氏ならではの魅力的なお話が期待できます。 

 たくさんの“気づき”の種を掴んでください。 

 子どもが交流サイト（ＳＮＳ）を通じて犯罪に巻き込まれるのを防

ごうと、警視庁は小中学生向けに、インターネットの利用ルールにつ

いて啓発する動画「ＳＮＳにひそむキケン ～ＳＮＳクエスト～」を公

開しました。お笑いコンビ「なすなかにし」や中高生たちが探検隊に

なって安全な使い方を学ぶ内容で、YouTubeで公開しています。 

 「ネットで知り合った同世代と思われる人物から会いたいと言われ

たらどうする？」。こうした問いに対して出演者が話し合い、正しい

行動を答えながら冒険を進めていくスタイル。ネット上でのいじめや

誹謗中傷のほか、闇バイトの問題にも触れています。 
警視庁公式チャンネル 


